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市民の手による持続可能な住宅地づくりⅠ
―ドイツ・フライブルク・ヴォーバン地区（Vauban）―

堀越真紀子（東京都／協同総研）

○環境首都フライブルク
ドイツ南西、中世の町並みを残したフライ
ブルクに、社会的コミュニティの形成と環境
共生住宅の実現を目的とした、市民の手によ
るニュータウンがある。この「ヴォーバン地
区」は街の中心からバスで 10分ほどのとこ
ろ、フライブルク市の南東に位置している。
92年までは旧フランス軍基地であったが、
ドイツ連邦に返還後、市はこの地域を買い受
け、ニュータウン計画を立てることとなっ
た。そこでこの地区を環境に配慮したエコタ
ウンにしようと、市民はNPO「フォーラム・
ヴォーバン」を設立し、建設当初から市と協
力してニュータウンの開発を行なっている。
フライブルクでは市民活動が盛んに行なわれ
ており、市もそれに協力して積極的に環境政
策を進めているのである。
フライブルクは環境首都、ソーラー首都な

どと呼ばれ、日本でも文献やマスコミなどで
広く紹介されている。そう呼ばれるきっかけ
は、1970年代のヴィールという近郊の町で
の原子力発電所建設計画に対する長期にわた
る反対運動からであった。地域住民の反対運
動で発電所の建設計画が阻止された後、その
運動は原子力に代わる代替エネルギーを導入
する活動、環境保護運動へと代わっていく。
そして市も環境政策に積極的に取り組み始め
るようになるのである。現在、ドイツ最大の
環境保護団体BUND（ドイツ環境保護連盟）
や国際的組織のICLEI（国際環境自治体協議
会）のヨーロッパ事務局など環境団体の本部
や支部、太陽エネルギー研究を行なうフラウ
エンホファー・ソーラーエネルギーシステム
研究所をはじめとする研究機関、市民団体な
どが 90以上あり、市の環境政策を引っ張っ
ている。

城山から見たフライブルクの街
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人口およそ20万人のフライブルクはフラ
ンス、スイスの国境近くに位置し、黒い森に
囲まれた自然豊かな街である。また、500年
以上の歴史のあるフライブルク大学をはじ
め、音楽大学などいくつかの大学があり、日
本人を含めて多くの留学生も学ぶ大学街でも
ある。歴史的街並みの旧市街には、中世に防
火、清掃のためにつくられた幅 30センチほ
どの小川がはりめぐらされ、近くのドライ
ザーム川から黒い森の水が流れている。天気
の良い日に、車の乗り入
れが規制されたこの地区
の石畳を小川沿いにぶら
ぶらと散歩すると、静寂
のなかでヨーロッパの歴
史を感じることができる
し、水の流れがとてもこ
こちよい。
フライブルクで一番の
歴史的シンボルは大聖堂
（ミュンスター）であろ
う。旧市街の中心広場に
そびえたつ大聖堂は
1200年ごろから 300年
以上かけてつくられ、今
でも修復作業は続く。過

去幾度もの戦争を見てきたであろう大聖堂に
残る鉄砲の傷跡は生々しい。そうした中世の
歴史が色濃く残るフライブルクも、大聖堂は
奇跡的に全壊を免れたものの、第二次世界大
戦の空爆で瓦礫の山と化してしまった。現在
残る歴史的な建造物は大戦前と同じようにそ
のまま復元
したものだ
そうで、かつ
ての邸宅や
修道院は博
物館として
よみがえり、
中央広場沿
いにあるかつての商館、歴史的商品取引所は
集会や会議、音楽界などの催し物に使われて
いる。いつも多くの人でにぎわう広場では、
新鮮な野菜や果物、花が並ぶ朝市が立ち、12
月にはクリスマス市が出たり、時には職人や
芸術家の展示即売が行われたりすることもあ
る。
もともとフライブルクは観光地としても有
名で多くの観光客が訪れる都市であるが、近
年では環境に対する取り組みを視察する団体
も多く訪れ、訪問者は年々増加しているよう
である。そういう私もドイツでエコロジカル
な生活をし、調査してみたいとこの街に滞在
していた１人であるが、当時よく日本人の視
察団を見かけることがあった。フライブルク
のさまざまな環境への取り組みのなかでも今
回は、ニュータウン・ヴォーバンにおける市
民による住宅地づくりを紹介したい。

○市民参加の持続可能な地区づくり
ヴォーバンニュータウンの管理、運営を

行なっているNPO「フォーラム・ヴォーバ

中央通りとソーラーパネル

大聖堂

大聖堂広場前の歴史的商館
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ン」は、いろいろな社会層や年齢の人たちが
ともに住み、働くことのできるエコロジカル
な住宅地の実現を目指している。その設立は
1994年、ヴァーバン地区の都市計画への市
民参加を目的としてはじまった。会員数は約
300である。運営はオフィススタッフとボラ
ンティア、他の団体との協力により行なわれ
ている。フォーラムは市民側の代表としてこ
の地区の設計当初から計画に関り、持続可能
な地区づくりに向けてワークショップを開く
など様々な活動を行なってきた。そして
1995年、フライブルク市は 2006年までに
5000人の住宅を建設することと600の雇用
を創出することを決定した。フォーラムは、
ニュータウン計画が市議会で決議される前に
行われる「市の活動グループ会議」のメン
バーとして、ヴォーバン地区の開発に関する
討議に参加している。そして、エネルギー、
交通、建築の分野において、市とフォーラ
ム・ヴォーバン、FEW（フライブルクエネ
ルギー・水供給公社）、GENOVA（住宅協同
組合ヴォーバン）、ICLEI（国際環境自治体
協議会）、その他の機関、建築業者とが協力
し、持続可能なモデル地区づくりを目指した
ヴォーバン地区のニュータウン建設が推進さ
れることとなった。　
こうしたヴォーバンの取り組みは国際的に

も注目されている。イスタンブール
で行われた国連の世界住宅会議
HABITATⅡ（1996年）においては、
都市計画における市民と行政が協力
した模範例として「ドイツで最高の
事例」と紹介された。
また、「ヴォーバン持続可能なモデ
ル地区づくり」計画は、1997年から
99年まで、EUの環境プロジェクト

「LIFE」から支援を受けることができた。具
体的には、省エネハウス、車のない住宅、エ
コロジーハウスの建設や、ソーラー機器の設
置に対して助成金などの財政的支援が行なわ
れ、建設業者にはエコロジカルな建築に関す
る情報や環境にやさしい交通・モビリティに
ついての助言が数多く提供された。このプロ
ジェクトは、ヴォーバンでエコハウスを建て
ることに対して関心が高まるきっかけとも

なっている。

〇共同建築とコミュニティづくり
フォーラム・ヴォーバンは持続可能な
ニュータウンづくりを目指し、次の目標を掲
げている。
・ ニュータウンの計画、建築プロセスに
おける広範囲に及ぶ市民参加

・ 民間の建設共同体の設立支援ならびに
建築業者への助言に対する支援

・ 社会的でエコロジカルなモデル地区の

実現
フォーラムが目的とする「市民参加」は、
住民会議などの各種催し、広報活動、情報誌
「Vauban actuel」の発行を行ったり、相談所
を設立して建設組合や建設者に対し情報を提
供したり、エネルギー、交通、女性と社会、
建築などをテーマとする実践的な研究サーク

ヴォーバン計画図
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ルをつくるなど多様な分野において展開さ

れている。

　このような活動から、例えば「エコハウス
の建築」「自家用車のない住居」などという
コンセプトを持った建築グループや住宅組
合がつくられ、共同で住宅の建設を行って
いる。こうした手法がヴォーバン住宅建設
の特徴の１つでもある。エコハウスを建て
たい、住みたいと思っても価格や技術面で
問題が生じるが、複数の人々がグループを
つくり土地を購入して１つの建物の建築を
目的に学習会を開き、設計したり、ときには
自ら作業に参加したりすることで価格も抑
えられ、情報も共有できる。集合住宅ならば
太陽光発電装置などの設備を共有できるの
でエネルギー消費も少なくてすむ。また、共
同で計画段階から話し合って作業を行なう

ことで、これから同じ住宅に住む隣人と入
居前からコミュニケーションがとれ、おた
がいにより深く知り合うことができるとい
う利点がある。
　ヴォーバンではこうした建築グループの
ほかに、GENOVAという住宅組合による住
宅の建設も行なわれている。GENOVAは
1997年、社会的コミュニティとエコロジカ
ルな住宅をつくる目的でフォーラムヴォー

バンから設立された。設立当初の組合員は
90人で、自己責任と自己労働、共同建築と
居住、共有財産の構築といった伝統的な協
同組合の目標をふまえている。住民は積極
的に設計段階から住宅建設に参加し、自分
の住居はもちろん、住宅全体の位置や形、色
などの外観にもこだわった。若者も高齢者
も、異なる年齢層が価格の安いエコロジカ
ルな住宅に住むというコンセプトの下に、
様々な生活形態で社会的、経済的に不当に
扱われている人たちもこのプロジェクトに

参加している。
1998年から第 1次建設区画で建築が始ま
り、44㎡から 157㎡の 36の住居と、客室、
洗濯室からなる50㎡の共有ハウスを持つ賃
貸住宅が完成した。高齢者が、そして現在の
住人が高齢者になっても自立して生活でき

るようにということで、2階までの
住居は全てバリアフリーになってい
る。そして第2次建設区画では、「車
のない暮らし」をコンセプトに40世
帯の住宅を建設している。

150世帯が参加する建築グループ
が第 1次建設区画では 15もつくら
れ、第2次建設区画ではさらに10の
建築グループが結成された。そして
住宅組合GENOVAは2005年までに
約70の住宅を建築する予定である。

このように共同の住宅建設をとおして議論
を重ね、家族のことやおたがいを理解して

いきながら、ヴォーバンでは子どもや高齢
者を持つ家族、シングル、母子・父子家庭、
店舗経営者が出会うコミュニティがつくら
れているのである。

ヴォーバンの建設風景
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○自然エネルギー住宅に住む―パッシブハ
ウスとプラスエネルギーハウス
ヴォーバンの魅力は多様な建物と人々、

そして車の通らない子ども達のための遊び
場、緑に囲まれた暮らしである、と語る「ア
クティブ・パッシブ」という建築グループ
は、フォーラム・ヴォーバンで知り合ったエ
コハウスに関心のある 4家族によって結成
された。その後 2家族が加わって 18人の大
人と24人の子供たちが参加するグループと
なり、ドルフバッハという小川沿いの第２
次建設区画にパッシブハウス（省エネ住宅）
を建てた。パッシブハウスとは太陽熱を受
けて暖房エネルギーとして利用する、いわ
ゆる省エネルギー住宅のことである。フラ
イブルクの建築基準によると、1平方メート
ルあたりの年間の暖房エネルギー消費量は
最大65キロワット時以下でなければならな
いと定められている。ドイツの平均的な家
庭で 100から 200キロワット時なのでフラ
イブルクの基準はかなり低めに設定されて
いるが、パッシブハウスはこれよりもさら
に低いエネルギー消費の15キロワット時以
下である。このグループのパッシブハウス
では、南の大きな窓から太陽熱を取り入れ、
熱効率をあげるために北側の壁や屋根の断
熱を強化している。そして一般的に使用さ
れているガスを使った温水暖房ではなく、
太陽熱を利用した温水器を設置することで
暖房エネルギーを自給自足している。（ドイ
ツの暖房は主に温水によるセントラルヒー
ティングである。）
第 1次建設区画でも「LIFE」プロジェク
トの支援を受けて、すでに42世帯のパッシ
ブハウスが建設されており、ドイツで最初
の4階建パッシブ集合住宅となった。第２次
建設区画の40世帯以上のパッシブハウスを

含め、現在、ヴォーバンはドイツで最大の
パッシブハウス団地といわれている。
　シュリアーベルクという山のふもとの旧
フランス軍運動場は、プラスエネルギーハ
ウスが立ち並ぶソーラー住宅地区となって
いる。プラスエネルギーハウスとは、太陽光
発電によって住む人が消費するエネルギー
よりも多くのエネルギーを生み出す住宅の
ことで、必要な暖房エネルギーは熱の再利
用と断熱、換気を高めることで最小限に抑
える。あまったエネルギーは1キロワット時
99ペニヒ（約60円）で電力会社に販売する
ことができる。そ
してこのハウスで
必要な暖房エネル
ギーは従来の住宅
の10分の1ですむ
という。ヴォーバ
ンのソーラー地区
では150ものプラ
スエネルギーハウ
スが建設予定と
なっており、全て
の屋根にソーラー
発電装置が取り付

太陽発電装置を備えたプラスエネルギーハウス

プラスエネルギーハウスの内部
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けられることに
なっている。そ
のプラスエネル
ギー住宅を設計、
建設しているの
はソーラー建築
家として有名な
ラルフ・ディ
シュ氏である。
彼はフライブル
クのさまざまな
ソーラーエネル

ギー政策に関っており、学校やサッカース
タジアム、工場など現在ある建物にソー
ラーパネルを設置するなどさまざまな活動
を行なってきた。エネルギーを消費するだ
けではなくて生み出す家を、ということで
実験的につくられた家がヘリオトロープと
いう太陽の動きに合わせて回転するソー
ラーハウスである。住宅街に建てられてい
るこのハウスはユニークな形をしていて、
見たところ住宅には見えないが、彼は家族
と共にここに住んでいるそうだ。2000年に
行なわれたハノーファー万博では、フライ
ブルクの他のソーラー施設とともにこのプ

ラスエネルギーハウスが紹介、展示され、注
目されたそうである。
　その他にもヴォーバンではソーラーパネ
ルや太陽熱温水器を設置した家が数多く建
てられている。第1次建設区画だけでも合計
面積にしておよそ 300㎡の太陽熱温水器が
設置され、暖房、給湯に使われている。また
600人分の暖房、給湯をまかなう143㎡の太
陽熱集熱機が設置されている学生寮では発
電も行なわれている。ヴォーバンではFEW
（フライブルクエネルギー・水供給公社）の
協力を得て、中央熱源からの遠隔暖房、発電
ではなく、近距離からの暖房、電力ラインが
整備されているので、あまったエネルギー
は無駄なく他の住宅へ供給される。こうし
て住民が協働で家を建てるところからはじ
まって、ヴォーバンは自然エネルギーの自

給自足へと進んでいるのである。

○おわりに
今回ヴォーバンの取り組みを紹介するこ

とで、あらためてヴォーバンの持続可能な
街づくりの実践にとても大きなパワーを感
じた。もしかしたらヴォーバンはフライブ
ルクの「ソーラー発電所」となるかもしれな

いと思ってしまう。そのほ
かにもヴォーバンでは交通
や緑地づくり、ごみ処理な
ど、環境に対する取り組み
が積極的に行われている。
しかし、必ずしもドイツ人
がみんな環境のことを考え
て生活をしているわけでは
ない。例えばごみに関して
いえば、お店に行っても買
い物袋をくれなくいし有料
だから袋を持参する、ごみ

太
陽
に
合
わ
せ
て
回
転
す
る
家
、
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ

フライブルク最大の太陽熱集熱機を備えた学生寮
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を出すのはお金がかかるからなるべく出さ
ない、という具合である。フライブルクでは
環境に配慮した制度が整っているので、そ
れが生活の中であたり前になっているだけ
であろう。フライブルクと比べると日本は
ごみの量が非常に多いと実感する。包装用
のパッケージや袋など無駄にごみになるも
のがあまりにも多くて、捨てるときには心
苦しいと思うようになってしまった。フラ
イブルクが環境首都と呼ばれるようになっ
たのも長年の市や市民の活動によるところ
が大きいのはもちろんである。そう考える
と、ヴォーバンの市と住民、専門家、多くの
機関が協同で行なう持続可能なまちづくり
の実践が、フライブルクの「あたり前」と
なって、この街は自然エネルギーを自給自
足するコミュニケーション豊かな街になる
かもしれないと思った。
最後に、ヴォーバンの持続可能な街づく

りには今回紹介したもののほかにも「車の
ない暮らし」や「緑地づくり」などといった
重要なテーマがある。そうした取り組みは
また別の機会に紹介したい。


